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新
ひ
だ
か
町
は
人
口
２
万
２
６
０
２
人
（
本
年
２
月
末

現
在
）。
海
の
す
ぐ
そ
ば
に
山
が
迫
り
、
比
較
的
温
暖
で

雪
も
少
な
い
土
地
だ
。
隣
の
新
冠
町
と
と
も
に
、
競
走
馬

の
産
地
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
直
後
の
１
８
７
１
年
（
明
治
４
年
）、
徳
島

藩
筆
頭
家
老
稲
田
家
の
旧
家
臣
５
４
６
人
が
元
静
内
に
上

陸
し
て
開
墾
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
こ
に
は
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
が
あ
り
、
和

人
と
の
間
で
交
易
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
江

戸
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
交
易
が
松
前
藩
の
独
占
に
な
っ

て
他
藩
と
の
取
引
が
禁
じ
ら
れ
た
た
め
、
不
利
な
値
の
相

場
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
な
ど
不
満
が
つ
の
り
、
１
６
６
９

年
（
寛
文
９
年
）、
静
内
の
ア
イ
ヌ
の
首
領
シ
ャ
ク
シ
ャ

イ
ン
が
、蝦
夷
地
一
円
に
呼
び
か
け
て
蜂
起
し
た
。「
シ
ャ

ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
」
で
あ
る

　

稲
田
家
旧
家
臣
の
集
団
移
住
の
翌
年
、１
８
７
２
年（
明

治
５
年
）、
北
海
道
開
拓
使
長
官
の
黒
田
清
隆
が
、
日
高

に
棲
息
す
る
野
生
馬
に
着
目
し
、
約
２
０
０
０
頭
を
囲
い

込
む
、
静
内
郡
・
新
冠
郡
・
沙
流
郡
に
ま
た
が
る
７
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
広
大
な
馬
牧
場
を
創
設
し
た
。
１
８

７
７
年
に
御
雇
外
国
人
の
エ
ド
ウ
ィ
ン･

ダ
ン
に
よ
っ
て

本
格
的
に
整
備
さ
れ
「
日
高
牧
馬
場
」
と
な
り
、
１
８
８

４
年
に
宮
内
省
所
管
の
新
冠
牧
馬
場
、
１
８
８
８
年
か
ら

は
新
冠
御
料
牧
場
と
な
っ
て
、
輓
馬
（
ば
ん
ば
）、
軍
馬

の
繁
殖･

育
成
、
品
種
改
良
に
貢
献
し
た
。
現
在
は
、
独

立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
新
冠
牧
場
に
な
っ
て
い

る
。

　

実
は
こ
の
野
生
馬
、
江
戸
幕
府
が
１
７
９
９
年
（
寛
政

11
年
）に
日
高
地
方
南
部
に
導
入
し
た
60
頭
の
南
部
馬
が
、

山
野
に
放
牧
し
た
間
に
自
然
繁
殖
し
て
増
え
、
江
戸
末
期

に
数
千
頭
の
大
群
に
な
っ
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
当
時

は
、
開
墾
し
た
畑
の
作
物
を
食
い
荒
ら
す
ヤ
ッ
カ
イ
も
の

で
、
静
内
の
学
校
に
は
馬
に
乗
っ
て
通
う
子
の
た
め
に
、

敷
地
内
に
馬
を
つ
な
ぐ
牧
柵
も
用
意
さ
れ
て
い
た
と
い
う

か
ら
、
馬
の
調
達
に
不
自
由
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
も
と

も
と
は
幕
府
が
、
１
７
８
９
年
（
寛
政
元
年
）
の
ク
ナ
シ

リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
な
ど
ア
イ
ヌ
と
和
人
と
の
抗
争
や
、

ロ
シ
ア
の
南
下
に
備
え
る
た
め
、
使
役
を
目
的
に
導
入
し

た
馬
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
、
二
十
間
道
路
だ
が
、
１
９
０
３
年
（
明
治
36

年
）、
新
冠
卸
料
牧
場
を
視
察
す
る
皇
族
の
「
行
啓
道
路
」

と
し
て
、
幅
20
間
（
約
36
メ
ー
ト
ル
）、
延
長
距
離
８
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
が
造
成
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

沿
道
の
桜
は
、
１
９
１
６
年
（
大
正
５
年
）
か
ら
３
年

間
か
け
て
、
当
時
の
牧
場
職
員
が
近
隣
の
山
野
に
あ
っ
た

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
を
移
植
し
た
も
の
。
５
月
に
は
７

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
る
直
線
道
路
の
両
側
に
約
２
２
０
０

本
の
桜
が
一
斉
に
開
花
す
る
。
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
色
が

濃
く
、
満
開
時
に
は
葉
も
開
き
、
並
木
の
背
後
に
は
ト
ド

マ
ツ
が
防
風
林
と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
牧
草
の

緑
と
相
ま
っ
て
、
桜
が
一
段
と
引
き
立
ち
圧
巻
で
あ
る
。

　

現
在
は
「
日
本
の
道
百
選
」
や
「
さ
く
ら
名
所
１
０
０

選
」、「
北
海
道
遺
産
」
な
ど
に
も
選
ば
れ
日
本
屈
指
の
桜

ＪＲ静内駅の隣にある駅前交番の横に小さなチシマザク
ラが満開の花を付けていた。この桜は背丈が低く、根元
から横に枝を伸ばす。花は可憐で満開になると花びらが
白く変化する不思議な桜でもある

青 木 和 弘

日高管内新ひだか町

二十軒道路の桜並木
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の
名
所
と
し
て
多
く
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
、
毎
年
約
20

万
人
の
花
見
客
が
訪
れ
る
。

　

新
ひ
だ
か
町
内
に
は
、
桜
の
名
木
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

し
ず
な
い
さ
く
ら
の
会
は
、「
南
殿
・
血
脈
桜
」（
静
内
美

幸
町
）
や
「
大
山
桜
」（
静
内
と
き
わ
町
）、
５
月
と
11
月

の
年
２
回
咲
く
「
十
月
桜
」（
静
内
美
幸
町
）
な
ど
11
本

を
新
ひ
だ
か
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

名
木
に
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
小
さ
な
木
だ
が
、
静
内

の
駅
前
交
番
の
横
に
、
私
の
好
き
な
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が

あ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
日
高
線
は
２
０
１
５
年
の
高
波
に
よ
る
土

砂
流
出
と
、２
０
１
６
年
の
台
風
で
の
橋
桁
流
出
で
鵡
川
・

様
似
間
（
１
１
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
運
行
不
能
が
続
い

て
廃
線
の
危
機
に
あ
る
。
静
内
駅
の
レ
ー
ル
は
真
っ
赤
に

さ
び
付
い
て
い
た
。
何
と
か
存
続
へ
知
恵
を
絞
っ
て
ほ
し

い
も
の
だ
。　

新ひだか町の二十間道路の見事な桜並木。訪ねたとき「しずない桜まつり」は終わっていたが、まだ花は残っていた

2015年の高波被害で線路の土砂が流出し、日高線は鵡
川―様似間が運行不能になったまま放置されている。静
内駅の線路は真っ赤にさび付いていた


